
た
が
、
生
活
資
金
の
夏
枯
れ
期
に
、
こ
れ
ら
の
買
却
で
の
埋
め
合
せ
は
、
な
く
て
は
中
柏
木
部
落
共
有
の
山
林
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
沢
の
名
称
が
あ
り
、
大
き
く
分

な
ら
な
い
軽
済
的
販
売
品
で
あ
っ
た
。
け
て
南
か
ら
、
釜
萢
、
子
母
沢
（
あ
い
て
こ
の
名
称
を
使
う
）
・
野
田
山
の
沢
、

広
大
な
土
地
の
保
有
を
み
な
が
ら
、
抜
本
的
に
大
き
な
経
済
効
果
を
発
揮
し
得
一
里
塚
、
南
沢
、
中
ノ
沢
、
北
ノ
沢
、
苗
代
沢
、
亀
の
沢
、
一
の
沢
と
十
の
沢
か

な
い
ま
ま
、
急
速
な
農
業
改
善
、
産
業
発
展
に
阻
ま
れ
て
居
た
が
、
昭
和
四
年
、
ら
成
立
ち
、
山
手
沢
の
下
流
に
は
、
一
ノ
沢
、
ニ
ノ
沢
、
三
ノ
沢
と
耕
地
が
広
が

区
有
地
原
野
、
山
林
の
配
分
が
始
ま
っ
た
。
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
、
中
の
沢
の
逆
さ
流
れ
の
終
点
附
近
北
側
に
、
何
故
か
、

昭
和
四
年
、
こ
の
年
ほ
ど
中
柏
木
部
落
民
に
と
っ
て
は
、
良
か
れ
悪
し
か
れ
、
三
町
歩
の
民
有
地
が
入
っ
て
い
た
。
こ
の
区
域
は
保
安
村
の
中
に
あ
っ
て
、
所
有

画
期
的
な
年
で
、
中
柏
木
の
記
念
す
べ
き
歴
史
の
一
こ
ま
で
あ
っ
た
。
権
を
主
張
し
た
の
は
原
田
瀬
次
郎
で
、
所
有
の
経
路
は
詳
や
か
で
な
い
が
、
当
時
の

採
草
地
と
し
て
の
原
野
を
一
戸
当
り
一
町
歩
あ
て
分
譲
、
ま
た
水
田
の
傍
に
あ
区
長
杉
山
金
吉
を
代
表
と
し
て
の
争
い
で
あ
っ
た
、
そ
れ
に
明
治
十
年
に
原
田
助

ろ
原
野
を
田
主
に
分
け
、
共
同
経
営
管
理
か
ら
、
個
人
所
有
管
理
に
移
行
し
た
の
五
郎
に
袋
し
た
十
町
歩
の
土
地
の
返
還
も
絡
み
あ
っ
て
、
争
い
が
演
じ
ら
れ
た
・

で
あ
る
。
因
み
に
当
時
の
中
柏
木
部
落
の
勢
力
分
野
に
お
け
る
梁
が
り
の
分
布
図
と
し
て

区
有
地
山
林
も
一
戸
当
り
四
反
歩
、
二
反
歩
と
分
譲
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
み
る
と
、
原
田
薫
次
郎
は
当
部
落
で
は
、
屈
指
の
大
地
主
で
あ
り
、
原
田
氏
系
の

多
大
な
土
地
の
保
有
者
に
中
柏
木
部
落
民
個
人
が
な
っ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
部
総
本
家
と
し
て
羽
振
が
き
き
、
こ
れ
に
対
抗
し
え
る
の
は
杉
山
系
、
成
田
系
の
二

落
は
転
落
の
坂
道
を
転
げ
落
ち
て
行
く
の
で
あ
る
。
つ
で
二
氏
を
合
せ
て
も
、
原
田
系
は
及
び
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
。

南
は
中
野
新
田
、
西
は
長
富
の
軒
下
ま
で
、
ま
た
狐
崎
と
、
ま
た
た
く
間
に
売
明
治
十
年
末
、
貸
俄
関
係
に
あ
っ
た
十
町
歩
に
つ
い
て
は
、
永
年
の
管
理
権
を

り
払
ら
わ
れ
た
。
一
時
は
一
町
歩
当
り
四
百
円
で
取
引
き
さ
れ
、
大
変
経
済
的
に
原
点
と
し
た
論
拠
か
ら
、
一
里
塚
山
系
の
南
側
附
近
一
帯
を
部
落
に
返
す
祷
り
に

潤
っ
た
と
い
う
。

三
の
沢
捌
池
沿
い
に
代
替
地
と
し
て
広
大
な
土
地
を
取
得
し
た
。

そ
れ
で
も
今
後
分
家
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
測
し
て
、
ま
だ
か
な
り
の
区
有
中
の
沢
の
三
町
歩
に
つ
い
て
は
、
仲
々
折
合
い
が
つ
か
ず
、
民
事
訴
訟
に
準
じ

地
を
残
し
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
原
田
勘
助
他
二
満
の
連
桝
た
、
村
を
あ
げ
て
の
術
》
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

を
も
っ
て
、
ｔ
地
区
有
地
の
掴
り
証
を
出
し
て
い
る
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。
こ
の
時
で
あ
る
。
区
会
識
貝
の
一
人
で
あ
っ
た
成
田
定
吉
が
、
道
路
端
に
祇
ん

原
田
勘
助
の
分
（
七
面
大
明
神
の
森
）
は
後
年
部
落
に
返
し
た
も
の
の
、
他
の
で
あ
る
藁
穂
に
篭
り
、
剛
ら
ぬ
舌
で
演
説
し
た
の
が
有
名
な
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

二
名
の
分
は
、
返
戻
す
る
こ
と
な
く
、
全
く
個
人
の
私
有
地
に
化
け
て
し
ま
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
半
分
を
部
落
に
返
し
て
尚
い
、
替
り
に
部
落
の
傍
の
原
野
一
町

ま
た
部
落
始
っ
て
以
来
の
輪
動
が
起
っ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
と
い
う
。

歩
を
付
与
す
る
こ
と
で
和
議
成
立
す
る
が
、
区
会
側
、
こ
れ
が
大
勝
利
と
ば
か
り

に
、
区
艮
を
先
頭
に
区
会
議
員
四
人
、
有
志
二
人
が
加
わ
り
、
鉦
や
大
鼓
を
た
た

う

土
地
の
粉
争
二く

き
な
が
ら
部
落
廻
り
。
こ
と
に
相
手
側
の
川
口
に
至
れ
ば
、
殊
更
バ
ン
ザ
イ
の
声
を

昭
和
四
年
対
外
的
に
は
、
平
穏
無
事
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
て
い
た
部

落
民
で
あ
る
が
、
有
史
以
来
の
部
落
の
土
地
争
奪
に
お
け
る
内
粉
の
騒
動
に
巻
き

こ
ま
れ
、
中
柏
木
部
落
民
も
少
し
ず
つ
視
野
を
広
げ
て
行
く
の
だ
が
、
ま
だ
ま
だ

全
体
と
し
て
は
抵
能
の
域
を
脱
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
神
社
に
お
け
る

境
内
地
の
提
供
で
あ
っ
た
。

神
社
に
は
官
幣
神
社
か
ら
、
下
は
無
格
社
に
い
た
る
ま
で
、
位
階
の
序
列
が
あ

っ
て
、
中
柏
木
の
磯
崎
神
社
は
、
明
治
九
年
に
村
社
と
し
て
の
位
い
に
加
え
ら
れ

た
。
当
時
の
宮
司
の
趣
意
に
よ
る
と
、
神
社
の
社
格
を
上
げ
る
に
は
、
現
在
の
鎧

石
一
五
一
番
地
の
社
地
で
は
面
積
が
少
な
く
、
も
っ
と
神
社
地
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
位
格
の
昇
進
は
望
め
得
な
い
と
い
う
勧
告
も
あ
っ
て
、
マ
ゴ
ジ
流
れ
の
区
有
地

山
林
（
鎧
石
一
四
六
番
）
十
町
歩
を
昭
和
四
年
一
月
四
日
に
神
社
の
財
産
士
地
と
し

て
移
転
契
約
を
結
び
、
同
二
月
十
六
日
神
社
境
外
地
と
し
て
登
記
。
だ
が
依
然
と

し
て
位
格
が
上
っ
た
わ
け
で
な
く
、
大
東
亜
戦
敗
戦
と
と
も
に
、
村
社
と
い
う
神

社
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

敗
戦
と
と
も
に
人
心
は
荒
れ
、
神
仏
信
仰
も
な
い
が
し
ろ
に
な
っ
た
時
、
｜
た

ん
は
神
社
地
国
有
地
と
し
て
提
供
し
た
マ
ゴ
ジ
流
れ
の
山
の
払
下
げ
運
動
が
起
っ

た
。
宮
司
の
添
状
書
を
添
え
て
仙
台
の
財
務
局
に
払
下
げ
申
請
を
し
た
が
、
確
実

に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
利
川
価
値
の
通
い
が
唯
じ
て
く
る
が
、
当
時
の
部
落
民
に
は

山
林
は
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
山
で
あ
り
、
原
野
は
放
侭
さ
れ
た
収
益
の

あ
が
ら
な
い
士
地
で
あ
る
と
し
か
目
に
映
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
現
在
の
高
度
の
土
地
利
用
の
見
地
か
ら
し
て
。

Ｉ
》

張
り
上
げ
た
と
今
に
部
然
の
語
り
噸
と
し
て
仏
え
ら
れ
て
い
る
。

今
の
私
達
の
目
か
ら
兄
れ
ば
利
用
価
仙
観
か
ら
し
て
、
原
野
と
山
林
で
は
活
し

×

×

×

）
×

し
か
し
日
本
の
官
僚
体
制
は
敗
戦
の
痂
手
を
受
け
て
も
、
そ
う
甘
く
な
く
、
簡

単
に
払
下
げ
の
許
可
を
出
さ
な
い
。
い
ま
だ
に
固
の
土
地
と
し
て
の
境
外
地
と
し
て

マ
ゴ
ジ
流
れ
の
山
は
存
在
し
て
い
る
。

×
×
×
×

昭
和
四
年
、
も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
八
兵
衛
屋
敷
約
三
町
歩
の
貸
借

で
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
は
前
項
で
記
し
た
嘉
瀬
小
学
校
の
遠
足
の
場
所
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

松
林
の
原
野
と
し
て
、
ま
た
採
草
地
と
し
て
、
原
田
要
之
助
に
二
十
年
の
期
限

を
も
っ
て
貸
し
付
け
た
の
だ
が
、
戦
後
の
農
地
解
放
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
開
拓

者
の
入
植
を
受
け
入
れ
ざ
る
羽
目
に
至
っ
た
。
今
に
至
っ
て
は
私
有
地
で
あ
れ
区

有
地
で
あ
れ
造
林
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
あ
れ
ば
、
強
制
的
な
土
地
買
収
に
適
用
さ

れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

部
落
共
同
体

中
柏
木
部
落
に
お
け
る
共
同
体
制
は
、
複
数
の
戸
数
が
存
立
し
た
と
き
か
ら
始

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
山
林
、
溜
池
管
理
、
農
作
業
と
、
個
人
の
好
嫌
に
か
か
わ
ら

ず
、
生
活
の
知
恵
と
し
て
共
通
の
目
的
か
ら
、
利
益
と
生
活
を
守
る
絆
な
は
、
連

綿
と
、
昭
和
三
十
二
年
ご
ろ
ま
で
続
い
た
。

共
通
の
利
益
、
生
活
が
失
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
共
同
体
は
瓦
解
す
る
。
中
柏
・
下

も
、
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
昭
和
三
十
二
年
を
境
い
と
し
て
、
自
然
発
生
的
に
解
体

さ
れ
て
い
っ
た
。

残
っ
た
も
の
は
、
部
落
共
同
体
の
残
濱
で
、
神
社
の
運
営
委
員
を
選
出
す
る
制
彦

へ
シ

に
払
ド
げ
ら
れ
ろ
も
の
と
速
断
し
、
昭
和
二
卜
一
年
に
、
一
人
当
り
二
反
歩
の
分

け
前
と
し
て
境
外
地
を
分
漉
し
て
し
ま
っ
た
。

、
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だ
け
で
、
こ
の
共
同
体
は
、
慶
聿
と
凶
頭
と
弔
事
に
態
応
さ
れ
、
こ
と
に
凶
事
に

お
い
て
は
、
部
落
総
出
で
応
援
に
駆
け
つ
け
、
行
事
頭
業
が
つ
つ
が
な
く
終
え
る

制
度
は
戦
前
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

な
ん
と
言
っ
て
も
、
部
落
共
同
体
の
面
目
を
一
番
発
揮
し
た
の
は
、
山
か
ら
薪

炭
材
の
切
り
出
し
搬
出
と
、
郷
蔵
組
織
で
あ
っ
た
。

前
述
の
各
沢
ご
と
に
、
そ
の
年
の
伐
採
す
る
区
域
と
、
一
戸
当
り
の
棚
数
を
決

め
、
稲
刈
り
前
に
、
部
落
総
出
で
、
棚
数
に
合
っ
た
本
数
と
持
分
境
い
を
つ
け
た
。

薪
炭
材
の
雑
木
伐
採
は
易
い
が
、
問
題
は
搬
出
で
あ
る
。
一
戸
当
り
の
棚

数
は
そ
の
年
に
よ
っ
て
、
約
六
棚
か
ら
二
十
棚
の
配
分
で
、
搬
出
の
主
役
は
馬
橇

で
、
雪
の
積
り
具
合
を
み
て
、
二
回
に
わ
た
っ
て
雪
道
路
を
付
け
る
が
、
雪
道
作

り
は
、
距
離
が
長
く
、
一
人
や
二
人
で
付
け
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。

山
守
り
と
い
う
舘
時
山
の
監
視
人
と
連
絡
を
と
り
、
一
戸
当
り
必
ら
ず
出
役
し

て
、
雪
の
上
を
沢
伝
え
に
道
路
筋
を
通
し
作
っ
た
。
こ
の
作
業
は
、
山
の
賓
産
に

よ
る
収
益
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
共
同
体
と
い
う
協
同
意
織
と
協
同
性
が
な
く
て

は
成
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

里
期
は
鰻
耕
、
冬
期
は
山
仕
嘔
と
、
永
年
に
わ
た
っ
て
、
永
々
と
続
け
ら
れ
き

た
共
同
作
業
、
冬
期
は
山
に
よ
る
収
続
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
収
益
は
建

築
材
と
違
っ
て
収
益
は
少
い
も
の
の
、
存
か
ら
夏
に
か
け
薪
材
売
じ
げ
は
一
時
の

糊
口
を
す
の
ぐ
に
役
立
っ
た
。

共
同
体
制
と
し
て
少
し
立
場
を
異
に
す
る
が
、
凹
月
の
下
旬
ご
ろ
に
期
間
を
定

め
、
手
柴
を
採
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
一
戸
噺
り
↓
一
干
把
か
ら
丘
十
把
採
取
、
鞍

を
お
い
た
馬
の
背
で
運
搬
、
同
家
川
で
余
っ
た
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
処
分
し
、
唯
活

鋤
の
足
し
に
し
た
。

の

水
源
か
ん
よ
う
保
安
林
と
し
て
、
中
柏
木
の
腱
耕
地
の
水
源
の
山
で
あ
っ
た
保

安
林
も
合
併
直
前
、
一
区
九
反
九
畝
、
二
区
八
反
二
畝
、
三
区
九
反
歩
と
一
戸
当

り
三
ケ
所
の
山
林
を
各
戸
に
配
分
し
た
・

例
に
も
れ
ず
、
経
済
的
困
窮
か
ら
、
遂
次
手
放
し
、
現
在
部
落
の
者
の
保
持
す

る
山
林
は
、
四
ケ
所
四
人
、
三
ケ
所
五
人
、
二
ケ
所
七
人
、
一
ヶ
所
十
七
人
と
、

配
分
時
六
十
三
人
、
一
九
八
ケ
所
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
十
二
ケ
所
、
三
十
三
人

で
、
人
数
で
は
半
分
強
、
個
所
別
で
は
三
分
の
一
弱
が
部
落
民
の
手
に
あ
り
、
実

に
綴
く
ほ
ど
の
面
積
が
、
他
町
村
他
部
落
の
手
に
渡
っ
て
い
る
．

昭
和
四
年
の
区
有
地
山
林
原
野
配
分
の
時
、
個
人
所
有
権
預
り
と
し
た
。
変
則

的
な
所
有
権
利
形
態
。
昭
和
三
十
二
年
の
保
安
林
配
分
で
、
ま
た
同
じ
徹
を
踏
み
。

髪
望
参
鴦
繁

人 、

、

×

打
騨
池
疹
よ
り
必
聿

×

垂
琴

）
、ど ×

柏
の
木
と
老
松
の
密
生
し
た
原
生
林
の
な
か
を
、
夕
日
の
こ
ぼ
れ
陽
を
あ
び
な

「
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一
お
わ
り
に
一
が
ら
、
荒
吐
の
若
者
が
、
裸
馬
に
ま
た
が
り
拡
大
な
津
軽
野
を
疾
駆
、
ま
た
生
娘
却

缶
６
９
．
９
３
９
９
９
９
ｑ
ｑ
６
６
９
９
９
９
９
ｑ
ｈ
・

を
求
め
て
疾
走
し
た
自
然
児
の
時
代
か
ら
、
車
社
会
の
今
日
ま
で
、
栄
え
て
は
滅

び
、
滅
び
て
は
栄
え
た
歴
史
を
繰
返
し
な
が
ら
、
複
雑
な
現
世
に
進
展
し
た
こ
と
の
過
去
を
振
り
返
る
時
、
雄
大
な

自
然
に
逆
ら
な
い
、
克
服
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
今
日
の
遺
産
を
築
い
て
来
た
中
柏
木
。
昔
の
持
て
る
者
の
鷹
場
さ
の

人
間
性
が
、
土
地
が
侵
蝕
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
部
落
に
は
平
身
低
頭
、
部
落
内
で
は
、
つ
ま
ら
ぬ
葛
藤
の
渦
が
巻

く
。
そ
れ
で
も
一
歩
一
歩
と
歩
み
続
け
て
き
た
中
柏
木
。

今
回
は
、
中
柏
木
の
土
地
の
動
き
の
な
か
か
ら
、
調
査
を
し
て
み
た
が
、
以
上
の
資
料
を
蒐
集
す
る
の
に
、
部
落

内
の
指
導
的
立
場
で
あ
っ
た
方
々
は
既
に
他
界
し
て
な
く
、
第
三
者
的
見
解
を
引
出
す
た
め
に
何
人
も
の
方
々
に
間

き
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

歴
史
的
背
景
の
所
産
か
、
小
さ
な
殻
か
ら
抜
け
切
れ
な
い
小
さ
な
村
落
の
見
本
中
柏
木
。
時
代
的
な
影
が
尾
を
引

く
中
柏
木
。
風
俗
習
慣
、
生
活
様
式
、
そ
の
時
代
時
代
の
歴
史
的
変
動
に
伴
う
農
民
活
動
。
記
録
調
査
を
対
照
と
す

る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
が
、
次
回
に
ゆ
づ
る
こ
と
と
し
て
拙
文
を
終
る
。

×

共
同
体
制
か
ら
派
生
し
た
相
互
扶
助
の
面
か
ら
郷
蔵
組
織
を
探
っ
て
み
る
。

最
初
中
柏
木
に
郷
蔵
を
建
て
た
の
は
明
治
三
十
年
代
で
、
昭
和
四
年
に
、
狭
さ

と
鼠
穴
の
た
め
処
分
。
そ
の
郷
蔵
の
建
物
は
現
在
、
原
田
藤
衛
の
板
倉
で
、
処
分

Ｌ
も

と
同
時
に
、
部
落
の
下
外
れ
に
大
き
な
郷
蔵
を
新
築
し
て
使
用
し
て
き
た
が
、
第

二
次
大
戦
時
は
、
戦
争
に
よ
る
強
制
的
な
米
の
供
出
の
た
め
、
郷
倉
に
入
れ
て
お

く
米
の
予
備
は
部
落
に
な
く
、
三
・
四
年
は
全
っ
た
く
空
の
ま
ま
使
用
さ
れ
る
こ

と
な
く
昭
和
二
十
年
嘉
瀬
の
フ
ジ
が
買
取
り
、
今
は
板
柳
に
移
っ
て
い
る
と
い
う
。

郷
蔵
米
の
利
用
方
法
は
、
一
俵
籾
で
、
正
味
十
二
貫
と
し
て
、
十
二
月
に
六
十

俵
か
ら
八
十
俵
倉
入
れ
す
る
の
が
例
で
、
翌
年
の
お
盆
前
に
貸
出
し
、
借
り
人
は

一
俵
に
付
き
、
出
来
秋
に
籾
で
三
升
の
利
子
を
加
え
て
返
納
す
る
定
め
で
あ
っ
た

と
云
わ
れ
る
。

倉
入
れ
す
る
籾
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
一
部
の
余
裕
の
あ
る
者
で
、
借
り

る
人
が
多
い
の
で
、
侭
用
の
な
い
者
は
、
倍
り
る
に
苦
労
し
た
と
い
う
。
一
般
の

人
か
ら
借
り
る
と
、
籾
で
あ
れ
白
米
で
あ
れ
、
二
ケ
月
余
り
で
五
割
の
物
納
利

子
を
付
け
ら
れ
、
返
納
に
四
苦
八
苦
し
た
の
に
対
し
て
、
相
互
互
助
を
建
前
と
し

た
郷
衝
米
は
、
そ
の
目
的
を
発
揮
、
利
子
の
安
さ
と
、
借
り
る
側
の
安
堵
か
ら
中

柏
木
部
落
で
は
、
よ
く
利
用
さ
れ
た
。

×
×
×
×

明
沽
の
な
か
ば
か
ら
昭
和
三
十
二
年
余
り
ま
で
の
中
柏
木
の
部
落
指
導
者
は
、

い
わ
ゆ
る
区
長
、
粥
会
長
と
職
掌
柄
絶
大
な
信
用
と
決
定
権
を
有
し
、
一
般
部
落

民
で
も
有
能
な
人
物
で
な
け
れ
ば
勤
ま
ら
な
か
っ
た
。

何
百
年
と
続
い
て
き
た
部
落
意
織
の
強
い
共
同
体
制
も
、
嘉
瀬
村
が
金
木
町
に

町
村
合
併
し
た
時
点
か
ら
終
焉
の
洗
礼
を
受
け
る
運
命
と
な
っ
た
。

うｊ

五
つ
の
淵
池
が
個
人
所
有
に
変
り
、
釜
萢
捌
池
は
原
田
秀
雄
、
子
母
沢
湘
池
は

原
田
蒋
六
、
南
沢
淵
池
成
田
宙
雄
、
北
の
沢
淵
池
原
田
僚
、
地
の
沢
溜
池
原
田
勘

之
助
と
所
有
さ
れ
て
い
る
が
、
釜
萢
溜
池
は
昭
和
五
十
六
年
小
田
川
土
地
改
良
区

に
所
有
権
利
が
移
転
さ
れ
た
。

溜
池
の
水
利
権
は
、
あ
く
ま
で
古
く
か
ら
そ
の
溜
池
を
水
源
と
し
て
、
水
系
に

か
か
わ
る
農
耕
者
の
、
溜
池
が
か
り
に
一
切
の
共
有
権
利
が
あ
る
こ
と
は
論
を
ま

た
ず
な
か

た
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
使
用
権
利
、
管
哩
保
全
義
務
は
『
田
水
仲
』
と
称
さ
れ
て

き
た
古
来
か
ら
の
関
係
水
田
耕
作
者
と
さ
れ
る
が
、
保
安
林
の
一
部
で
あ
っ
た
溜

池
が
、
保
安
村
配
分
の
時
、
共
有
の
か
た
ち
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
個
人
有
地

に
な
っ
た
事
実
を
特
に
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

か
し
わ柏

の
木
と
老
松
の
密
生
し
た
原
生
林
の
な
か
を
、

×

×
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×
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臺毫涼目

三三十三三雀見音

石僧家

昭和八年建立

急9

銭
一番二番番三五番

）の 評#′
〃／
〃〃

、、

、、

、、乱

吉
崎
亀
雄

軸
一

三
番
観
音
建
立
者
名

一
軽

観
日
／
／
，

垂
考

一
津

中
村
佐
市

一一一

四
番
観
音
建
立
者
名

一
嘉
瀬
三
十
三
観
音
の
あ
る
立
山
一

↓

秋
元
繁
雄
秋
元
元
太
郎
原
田
イ
ョ
一
帯
を
通
称
観
音
山
と
嘉
瀬
の
人
々
は

一

秋
元
幸
作
秋
元
亀
吉
高
田
安
太
郎
↑
言
っ
て
き
た
し
、
親
し
み
を
も
っ
た

一

木
村
米
吉

木
村
峰
五
郎
外
崎
男
茶
一
村
の
山
で
も
あ
っ
た
。
嘉
瀬
ス
キ
ー

舛
甚
万
助
舛
甚
万
次
郎
一
場
の
あ
る
所
と
言
っ
た
方
が
早
い
。

一

鳴
海
子
之
今
卯
作
↑
ま
た
嘉
瀬
の
人
々
に
と
っ
て
は
憩

一

一
い
の
場
所
で
も
あ
り
、
信
仰
の
山
で

山
中
友
次
郎
鈴
木
万
次
郎

中
村
伍
助
鎌
田
吉
太
郎

》
も
あ
る
。
山
と
言
っ
て
も
高
い
山
で

須
藤
豊
作

鳴
海
忠
司

土
岐
繁
美

花
田
柾
義

今
寸吉

崎
伊
藤
亀
吉

棟
方

五
番
観

一
一作

次
郎

柾
蔵

一

嘉
之
作 番

観
番
観

一
日

安
田

今
司松

川
巻
雄

間
山
喜
久
雄

杉
山
弥
四
郎

工
藤
賢
治

伊
藤
辰
五
郎

伊
藤
定
吉

一
日

幸
日

建

建
立
者
名

建
立 忠

一
蔵

再
代
作 立

者
名 者

名

一
も
あ
る
。
山
と
言
っ
て
も
高
い
山
で

一
は
な
い
。
中
山
山
脈
か
ら
裾
野
を
引

一

一
く
、
昔
か
ら
九
流
れ
馬
草
刈
場
か
ら

》
函一

『
続
い
て
い
る
小
高
い
丘
で
あ
る
・

名

『
観
音
堂
の
丘
か
ら
北
と
西
を
望
む

－

伊
藤
権
太
一
と
き
、
北
方
は
金
木
の
町
並
を
越
え

》
て
十
三
湖
上
に
、
権
現
崎
が
つ
き
出

恥
韓

》
て
い
る
と
こ
ろ
を
望
む
こ
と
が
で
き

一

一
西
方
は
津
軽
穀
倉
地
帯
の
水
田
が
広

津
田
浦
五
郎

吉
崎
義
雄

木
下
市
太
郎

蛸
島
長
五
郎

今
「沢

田
沢 忠

助~》』

’

地
蔵

I

’

堂

4審:脅毒
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唾
雪
壼
蚕
垂
密
鐸
唖
四
回
目
■
画
一
一
ｈ
画
一
四
国
軍
専
一
謂
四
電
鍾

一
‐
』

0

、

十八番十九番二十一番二十二番二十三番 、
ノ

十
八
番
観
音
建
立
者
名
一
川
字
清
川

一

工
藤
＋
八
郎
阿
部
ロ
ロ
秋
村
米
作
一
第
十
三
番
川
倉
芦
野
堂
（
三
柱
神

一

斉
藤
千
代
吉
原
田
長
作
一
社
）
Ⅱ
北
津
軽
郡
金
木
町
大

一

字
川
倉
字
林
下

↑
第
十
四
番
弘
誓
寺
観
音
堂
Ⅱ
千
手

十
九
番
観
音
建
立
者
名

一

観
世
音
菩
薩
Ⅱ
北
津
軽
郡
中

今
春
吉
山
中
三
十
郎
山
中
専
次
郎
↑

山
中
兼
蔵
山
中
専
九
郎
金
沢
岩
五
郎

山
中
己
之
助
蛸
島
末
太
郎
山
中
喜
三
郎

白
川
万
四
郎
鳴
海
武
太
郎
今
豊
五
郎

沢
田
竹
次
郎
沢
田
豊
作
秋
元
虎
次
郎

浜
田
与
一
郎
山
中
長
蔵

浜
剛
亜
一
沢
田
永
太
郎

広

一
一
十
二
番
観
音
建
立
者
名

工
藤
林
蔵
山
中
徳
三
郎

山
中
喜
一
郎
工
藤
男
太
郎

松
村
万
助
山
中
金
作

棟
万
万
九
郎
松
川
専
四
郎
棟
方
勇
吉

松
川
孫
造

二
十
番
観
音
建
立
者
名

外
崎
万
次
郎
鳴
海
角
庄
術
門

土
岐
粕
那
郎
今
要
之
助

山花
田
甚
作
山
中
辰
三
郎

二
十
一
番
観
音
建
立
者
名

瀬
与
作
土
岐
辰
五
郎

中
男
治
岩
村
岳
一
蔀

一
一
十
三
番
観
音
建
立
者
名

岩
村
九
郎

lll
１
」
ＪＫ

十
一
面
観
世
音
菩
薩
Ⅱ
東
津

一一

軽
郡
今
別
町
今
別

一

今
平
作
や
第
二
十
一
番
鬼
泊
巌
屋
観
音
堂
Ⅱ

海
善
七
郎

中
長
蔵参） "）
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里
町
大
字
尾
別
字
胡
桃
谷

一
第
十
五
番
薄
市
観
音
堂
Ⅱ
千
手
観

一

世
音
菩
薩
Ⅱ
北
津
軽
郡
中
里

町
大
字
薄
市
字
玉
清
水

一
第
十
六
番
今
泉
観
音
堂
（
今
泉
神

明
宮
）
Ⅱ
千
手
観
世
音
菩
薩

Ⅱ
北
津
軽
郡
中
里
町
大
字
今

↑
泉
字
唐
崎

一

一
第
十
七
番
春
日
内
観
音
堂
（
相
内

一一

飛
竜
宮
）
Ⅱ
聖
観
世
音
菩
薩

一

一
Ⅱ
北
津
軽
郡
市
浦
村
大
字
相

一

内
字
岩
井

一

一
第
十
八
番
小
泊
海
満
寺
観
音
堂
Ⅱ

聖
観
世
音
菩
薩
Ⅱ
北
津
軽
郡

卓

Ⅱ
青
森
市
大
字
入
内
字
駒
田

一』
”

↑
第
二
十
五
番
松
倉
観
音
堂
（
松
倉

聖
観
世
音
菩
薩
Ⅱ
東
津
軽
郡

今
別
町
大
字
袰
月
字
袰
村
元

第
二
十
二
番
青
森
正
覚
寺
観
音
堂

Ⅱ
聖
観
世
音
菩
薩
Ⅱ
青
森
市

本
町
無
量
山
正
覚
寺

第
二
十
三
番
浅
虫
夢
宅
寺
Ⅱ
如
意

輪
観
世
音
菩
薩
Ⅱ
青
森
市
大

字
浅
虫
字
山
下

第
二
十
四
番
入
内
観
音
堂
（
小
金

山
神
社
）
Ⅱ
聖
観
世
音
菩
薩

小
泊
村
大
字
小
泊

第
十
九
番
三
厩
義
経
寺
Ⅱ
聖
観
世

音
菩
薩
Ⅱ
東
津
軽
村
三
厩
村

字
家
ノ
上

第
二
十
番
今
別
高
野
山
観
音
堂
Ⅱ
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